
義務教育学校 黒島小中学校（黒島はまゆう学園） 令和５年６月１日（木）文責：校長 松尾 信広 

   ～しまごころ～   

 

 

 

 昨年度と打って変わって、今年は、５月中の梅雨入りとなりました。例年になく早目の梅

雨入りとなった分、梅雨明けは早まるのか、それとも長引くのか…。学校安全の観点からも、

天気予報とにらめっこの日々が続きそうです。 

 さて、今日から６月です。佐世保市では、平成１６年６月に発生した事件を受け、改めて

「いのち」の重みを心から感じ取り、思いやり深く人と関わることができる心豊かな児童生

徒の育成を目指し、毎年６月を「いのちを見つめる強調月間」と設定しています。また、そ

の最初の日である６月１日を「いのちを見つめる日」とし、校長講話等を行い、児童生徒の

「いのち」への思いを高めていきます。昨年度は「いのちのつながり」をテーマに講話を行

い、主に自分自身の「いのち」について考えました。今年度は、自分以外の「いのち」に目

を向ける目的で、テーマを「保護猫」とし講話を行いました。人間の都合で失われる「いの

ち」があるという事実を確認し、そこからそれぞれの成長段階に応じて、自分以外の、人間

以外の「いのち」の存在について考える機会としました。 

 相手が、人間だろうが、動物であろうが、大切なのは「思いやり」の気持ちであり、それ

が「いのち」を大切にすることにつながることに、気づいてくれることを願っています。 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

   １ 

少年の日 

いのちを見つめる日 

校長講話 

道徳公開授業 

２ 

ノー部活デー 

３ 

ノー部活デー 

４ 

 

５ 

クラブ活動

（３～６年） 

６ 

市中体選手激励式 

７ 

市中体振替休業日 

（後期課程） 

８ ９ 

 

10 

市中学校体育大会 

（東部 G体育館） 

11 

市中学校体育大会 

（東部 G体育館） 

12 

プール清掃 

13 

市中体振替休業日 

（後期課程） 

音楽鑑賞会 

（5，6年） 

14 

田植え体験 

（前期・8年） 

植栽活動 

（全学年 蕨展望所） 

テスト前部活停止期間 

15 16 

児童生徒総会 

ノー部活デー 

 

17 

ノー部活デー 

18 

家庭の日 

ノー部活デー 

19 

食育の日 

徳育の日 

プール開き 

テスト前部活停止期間 

20 

MC 部スクール

コンサート 

21 

第 1 回テスト

（後期課程） 

22 

第 1 回テスト

（後期課程） 

23 

第 1 回テスト

（後期課程） 

ノー部活デー 

24 

ノー部活デー 

25  

 

 

26 

専門委員会 

27 28 29 

平和集会 

30 

ノー部活デー 

  

裏面に続きます。 



 後期課程は、５月２４日（水）～２６日（金）の３日間、大阪・京都へ修学旅行に、５，

６年生は、５月２５日（木）～２６日（金）の２日間、世知原へ宿泊体験学習に行ってきま

した。 

 価値観が多様化した現代社会を、我々は「社会人」として生きていますが、日々の生活を

送る中で、自分の思いどおりになることがどれだけあるでしょうか。私の感覚では「そう多

くはない」（「ほとんどない」？）のではないかと思いますが、どうでしょう…。思いどおり

にならないことばかりの、なかなかに難しい世の中ですが、多くの「社会人」は、自分の中

で、もしくは他者と「折り合い」をつけたり「落としどころ」を見つけたりしながら、生き

抜いているんですよね。 

さて、ご承知のとおり、この「折り合い」をつけたり、「落としどころ」を見つけたりす

る能力は、人間に自然に備わっているものではありません。それは幼い頃からの、様々な経

験の積み重ねで備わっていくものです。そして、その経験の場は、乳児期の親との関りから

始まり、幼児期の、例えば公園の砂場で居合わせた友達とのおもちゃの貸し借りや遊具の順

番待ちなど、成長と共に広がっていきます。そして、学校です。学校のすべての教育活動は、

この経験の場と言っても過言ではありません。そして、それは修学旅行や宿泊体験学習等の

体験活動では、さらに際立ちます。 

修学旅行の見学場所等は、事前の話し合いで、計画を立てていましたが、現地では急な変

更は当然あります。その都度子供たちは話し合い、「折り合い」をつけながら活動を続けて

いました。宿泊体験学習は、大崎分校と合同での実施です。事前にオンラインで対面は済ま

せていましたが、一緒に活動するのは、６年生は昨年度の修学旅行以来、５年生に至っては

初めてという状況でした。しかし子供たちは、お互いに「落としどころ」を見つけながら、

仲良く活動をしていました。 

どちらの活動も、子供たちの「未来」に直結した素晴らしい学びの場となりました。 

保護者の皆様のご理解とご協力に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


